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◎お問い合わせはお近くの農協まで◎
ＪＡおおぞら本店 52-3813 ＪＡ内浦町 72-2678 ＪＡすずし中央支店 82-6400

〃 輪島支店 23-1220 ＪＡすずし営農経済センター 〃 宝立支店 84-1311
〃 穴水支店 52-1172 82-7505
〃 門前支店 42-0514 〃 西海支店 87-2014
〃 能都支店 62-2130 〃 日置支店 86-2211 奥能登農林総合事務所26-2323
〃 柳田支店 76-1236 〃 三崎支店 88-2041 珠洲農林事務所 82-3113
〃 町野支店 32-1107 〃 正院支店 82-0409

１ 出荷上の注意点
梅雨明け後、高温が続いています。
気温の上昇とともに、傷みやすくなっています。また、引き続き虫害の発生も多くなっています。
今一度、出荷の際には自分の農産物をしっかり観察し、クレームにならないようにしましょう。
また、今後も害虫の発生は多いと思われますので、秋野菜の定植時には粒剤を施すなど防除を徹
底しましょう。

２ 今月の生産者（Ｎｏ．６）

石平 隆次さん
（能登町）

～石平さん流の顔見えのコツ～

（１） 奥様を中心に、次作を考えている
→ 収穫終了の見込みがわかれば、輪作となるよう次に栽培する品目を決めます。
→ 牛ふん堆肥、鶏ふん堆肥、わらなどを施し、土づくりに励んでいます。
→ 出荷が切れることのないよう、品目選定しています。

（２） さまざまな方法で情報収集をおこなって技術研鑽
→ 種子カタログチェック、金沢市内で販売されている野菜の調査などを頻繁にしています。初めて見るような
品目は、すぐに取り寄せ、栽培してみます。

→ 同世代の顔見え仲間と定期的に顔を合わせ、情報交換をしています。
→ ＪＡの集出荷場で不要になった奥能登地域の出荷記録をもらい、品目の勉強をしています。

（３） 夫婦で効率的に作業を実施
→ 出荷調整は夫婦でしています。選果場まで距離があるので数箱まとまるように収穫します。
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イノシシ、タヌキがかぼ
ちゃやジャガイモを食害
して困ってます・・・

品目数は多いですが、
きれいに管理されて
います！

ハウス内の金時草は、葉
が広く、発色もいいです

露地の金時草は暑さ
で葉が巻いています


